
             

 

 

 

 

 

   

   

 施策提案時における在日米国大使館への要請について 

 

１ 要 旨 

 施策提案において、知事が在日米国大使館を訪問し、次の２項目について各要請書を提出する。 

 ○川上弾薬庫内での PFOS 等に係る環境調査の実施等について 

 ○岩国基地における米軍機による低空飛行訓練の中止等について 

 

２ 要望先 

ラーム・エマニュエル駐日本国特命全権大使 

（要請当日（11/27（水））の対応者は、ニューエン安全保障政策担当参事官） 

 

３ 要請の概要 ※要請書は別紙のとおり 

（１） 川上弾薬庫内での PFOS 等に係る環境調査の実施等について 

  ○PFOS 等を含有する泡消火薬剤の保有及び使用の履歴についての詳細な調査の実施と 

その公表 

○特にヘリパッド周辺における水質・土壌調査等環境調査の実施と数値の公表 

○川上弾薬庫内に原因があると考えられる場合の対応方針の公表 

（２）米軍機による低空飛行訓練の中止等について 

  ○低空飛行訓練の中止について 

  ○空母艦載機着陸訓練等について 

  ○航空機の安全対策等について 

 

 

資料提供 令和６年 11 月 25 日 

(PFOS 等に関すること) 

担当課：環境保全課 

担当者：秋山 

内 線：2916 

直  通：082-513-2918 

（低空飛行訓練中止に関すること） 

担当課：国際課 

担当者：大小田 

内 線：2358 

直  通：082-513-2359 






